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	中文原文
	日文翻譯

	（前略）……Ｓ會館裏有三間屋，相傳是往昔曾在院子裏的槐樹上縊死過一個女人的，現在槐樹已經高不可攀了，而這屋還沒有人住；許多年，我便寓在這屋裡鈔古碑。客中少有人來，古碑中也遇不到什麼問題和主義，而我的生命卻居然暗暗的消去了，這也就是我惟一的願望。夏夜，蚊子多了，便搖著蒲扇坐在槐樹下，從密葉縫裡看那一點一點的青天，晚出的槐蠶又每每冰冷的落在頭頸上。

那時偶或來談的是一個老朋友金心異，將手提的大皮夾放在破桌上，脫下長衫，對面坐下了，因為怕狗，似乎心房還在怦怦的跳動。

“你鈔了這些有什麼用？”有一夜，他翻著我那古碑的鈔本，發了研究的質問了。

“沒有什麼用。”

“那麼，你鈔他是什麼意思呢？”

“沒有什麼意思。”

“我想，你可以做點文章……”

我懂得他的意思了，他們正辦《新青年》，然而那時仿佛不特沒有人來贊同，並且也還沒有人來反對，我想，他們許是感到寂寞了，但是說：

“假如一間鐵屋子，是絕無窗戶而萬難破毀的，裡面有許多熟睡的人們，不久都要悶死了，然而是從昏睡入死滅，並不感到就死的悲哀。現在你大嚷起來，驚起了較為清醒的幾個人，使這不幸的少數者來受無可挽救的臨終的苦楚，你倒以為對得起他們麼？”

“然而幾個人既然起來，你不能說決沒有毀壞這鐵屋的希望。”

是的，我雖然自有我的確信，然而說到希望，卻是不能抹殺的，因為希望是在於將來，決不能以我之必無的證明，來折服了他之所謂可有，於是我終於答應他也做文章了，這便是最初的一篇《狂人日記》。從此以後，便一發而不可收，每寫些小說模樣的文章，以敷衍朋友們的囑托，積久了就有了十餘篇。……（後略）

	（前略）……S会館には屋敷が三軒あり、昔庭の槐に女の人が首を吊られて死んだという噂もあったが、その槐がとても登れないほどに成長した今になっても、この屋敷には未だに誰も住んでいない。長い間、私はこの屋敷に篭って古碑の文を写していた。来客は少なく、古碑の中に何らかの問題や主義に出会うこともまず無い。私の命は静かに削られていった。それこそが私の唯一つの望みだった。夏の夜、蚊が増えてきた頃には、うちわを振るって槐の下に胡座をかき、繁る葉の隙間からまだら模様の青空を眺め、一足遅れた尺取虫がいつも冷たく頸の上に落ちていた。

稀に訪れてくるのは旧友の金心異だけだった。手提げの鞄を古い机の上に置き、コートを脱ぎ捨て向かいに座った。犬が怖いからか、動悸がまだ収まってないのを感じた。
「こんなのを写して何になる？」ある夜、彼は私の古碑の写しを読みながら、その質問を放った。

「別に何にも」

「なら、何故写してる？」

「特に意味は無い」

「思うに、文章を書いてくれないか……」

すぐに意味が解った。あの頃彼らは《新青年》に力を注いでいた。賛同してくれる人は特にいなかったが、反対する人も同じだった。彼らは寂しさを感じていたのだろう。しかし私は言った。
「例えば一軒の鉄の屋敷がある。その屋敷に窓は無く、取り壊すことも困難だ。中には熟睡している人々がいて、もうすぐ窒息して死んでいくのだろう。しかし眠りの中で死ぬということは、死の悲しみを味わわずに済むことでもある。もし今君が騒ぎを立て、眠りの浅い人達を起こしてしまい、この不幸なる少数を救いの無い終末の苦しみへと突き落とすことになったら、それでも君は彼らの為だったと言えるのだろうか？」
「だがもし彼らが目を覚ましたら、この鉄の屋敷を取り壊す希望は決して無いと君は言い切れないのだろう」

その通りだった。私には私なりの確信を持っていたが、希望という言葉だけは、決してかき消されてはならない。希望とは将来のことであり、私の必ず無いという論述に、彼の有るかもしれないがねじ伏せられることは許されないのだ。私は文章を書くことを承諾した、それが最初の《狂人日記》だった。あれから勢いが止まらなくなり、小説まがいの文章ばかりを書いて、友人達の頼みに生温く対応していたが、気付けば既に十数篇も書いていた。……（後略）

	
	


